
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連は６月６日、結成35年目の節目の大会とな

る「第38回定期大会」を目黒さつきビル会議室にて開

催しました。 

冒頭、山口執行委員長よりＪＲ総連を代表して「２

０２２ＪＲ総連春闘の成果と教訓について、テロにも

戦争にも反対！ウクライナ避難民支援カンパの取り組

みについて、憲法 9 条改悪反対！改憲の危機につい

て、第26回参議院議員選挙について、地方ローカル線

存続の課題などについて」多岐にわたりあいさつをお

こないました。 

ご来賓には、連合・山根木副事務局長、交運労協・

住野議長にお越しいただき挨拶を受けました。 

その後、執行部より第１号議案「2021 年度経過報

告」、第２号議案「2021 年度決算報告ならびに会計監

査報告」、第３号議案「犠牲者救済規則の適用承認につ

いて」、第４号議案「2021 年度会計剰余金処分

（案）」、第５号議案「2022 年度運動方針（案）」、第

６号議案「2022 年度会計予算（案）」を提起し、代議員からの質疑を受け、八幡書記長の総括答

弁をおこない、すべての議案について満場一致で承認されました。 

また大会終了後は、ホテル雅叙園東京にて「ＪＲ総連結成 35 周年記念レセプション」を開催し、

連合、交運労協、ＪＲ総連推薦議員懇談会所属の国会議員をはじめ、多くのご来賓にご出席をいた

だき、成功裡に大会もレセプションも終了することができました。 

役 職 名 氏 名 所  属

執 行 委 員 長 山 口 浩 治 Ｊ Ｒ 東 労 組

執行副委員長 柳   明 則 Ｊ Ｒ 東 労 組

八 幡 直 文 ＪＲ北海道労組

書 記 長 熊 谷    茂 Ｊ Ｒ 東 労 組

執 行 委 員 小 林 陽 介 ＪＲ北海道労組

小 川     剛 Ｊ Ｒ 西 労

淵 上 利 和 Ｊ Ｒ 東 海 労

伊 藤 俊 也 Ｊ Ｒ 貨物 労組 

山 田     知 Ｊ Ｒ 東 労 組 

会 計 監 査 貝 塚     昇 ＪＲ北海道労組 

野 原     茂 Ｊ Ｒ 東 労 組 

池 田     甫 Ｊ Ｒ 貨物 労組 
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